
シャポーカップ６年生大会

予選リーグ
VS南行徳SC
0-3
VS市川ＫＩ
4-0
VS稲荷木SC
2-0
VS市川東SC
2-1

決勝トーナメント
ラウンド16
VS市川真間DSC
0-0
PK7-6

ラウンド8
VS信篤SC
1-1
PK4-2


コメント:６年チーム、小学校最後の市内大会、お疲れ様でした。

予選からどの試合も簡単なゲームは無く、決勝トーナメントでも激しい戦いをやりきりました。

予選では、徐々に連携が良くなり、決勝トーナメントでは、メンタル的にもテンションアップ、メンタルタフネスを感じさせてくれて、約１年前とは格段に成長した姿を見せてくれたと思います。

子供達が目標にしていた優勝には手が届きませんでしたが、格段に成長した姿、その物が、私的には素晴らしい結果、結果を手にした事だと自負します。

以前は厳しい試合になると、他人任せ、耐えきれず諦める、競り合いに行かない、走れない、楽をする、そんな部分が、多くの子に見られ、折角保持している能力も台無しにしてしまう様な試合がありましたが、多くの弱点を克服し、ある程度ではありますが、グランドで自立している姿を見て、安心もしました。

若いコーチ達と、共に心技体、大きく成長したと思います。

昨年のメンバーは、競り合いに滅法強く、ヘディングが得意な子が多かったですが、意外にも、悪い意味での譲り合いが多く、最後はそのウィークポイントをつかれ、敗れました。

今年はヘディングが苦手な子多く、ルーズボールは悉く相手に拾われましたが、味方同士で譲り合う、昨年の様なプレーが殆ど無く、１人１人が、コミュニケーションを取れている、互いを深く理解している感じを受けました。

強いて言うなら、ルーズボールを半分でもマイボールに出来たなら、ゴール数が違う結果になったと見ています。

ルーズボールを競りに行く、早くボールを納める、次の展開に繋げる。


競り合いも技術だと思うので、好き嫌いがはっきり別れるプレーだと思いますが、練習メニューに取り入れて改善していきたいですね。

中学生になったら必要不可欠な技術だと思いますので、残り２ヶ月でしっかり身に付けましょう。
